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［目的］羊胎仔下行大動脈血流量の変化を電磁流量

計，超音波 ド プ ラ，血管径 拍動波形記録装置 で 測定

し， ド プ ラ 最 高 平均 血 流 速 度 （DV ），
　 PI 値

（Pulsatility　 Index），
血管拍動 波形 に よ る 平均血

管径 （d，デ
ー

タサ ン プル 3KIIz）と DV か ら算出し

た ドプ ラ流量 の意義を検討する こ とを 目的と した，

［方法］羊胎仔 7頭を用い
， 下行大動 脈 （胸部）に

電磁流量計を装着 し流量を，同時に 超音波探 触子を

装着 し血流速度波形 と血管拍動波形を測定，血管断

面積 （π　d：

／4）とDV か ら ドプ ラ流量を算出した，

さらに ，下行大動脈に直接カ テー
テ ル を留置 し平均

動脈圧 （P）を測定 し体血管抵抗 （R ）を算出し た，

胎仔 に ドーパ ミ ン
，

ア ン ギ オ テ ン シ ン を投与 し，循

環動態の 変動 に 伴 う電磁流量と ドプ ラ 流量，電磁流

量 と DV
，
　PI とR の 関連を連続測定後 1680 心拍か

ら検討 した，

［成績］ ドーパ ミ ン 投与に よ り P （脈圧増加），電磁

流量 （MF ）が増加，　R は低下 した ．次に ア ン ギ オ テ

ン シ ン を投与後P （脈圧低下）、R が増加 し MF は減

少 した．こ の 時，MF と ドプ ラ 流量 （DF ）の 間に は、

MF ；0．67DF − 4．73 （r ＝0、92，　p ＜ 0，0D の 正

の 相関を認 め た．MF と DV は 3 次相関 （p ぐ O．05）

を 呈 し250ml ／ min 以下 350ml ／min 以上 で は，

DV は流量 を反映 しな か っ た．　PI と R の 間 に は
，
2

次相関 （p ＜ 0．05）を認め，R の 増加に よ り PI値が

上昇するが，R の低下 と伴に PI値は再度上昇 した，

［結論： ドプ ラ流量 は 電磁流量よ り も大き く計算 さ

れ る が ，極め て強 い 直線相関 があり血流量変動を反

映し，PI 値 は ，血管抵抗の み な らず血 流量 血圧特

に，脈圧 に よ り影響 され る と考え ら れ た ．

［目的］ラク トフ ェ リン（LF ）は ．母乳中に 最初に 見

い だされた分子量約801000の 鉄結合性糖蛋白で．

成入お よび幼児の 唾液 ・血清 ・消化管液、頚管粘

液などに存在する こ とが報告され、感染防御、消

化管で の 鉄吸収制御 などに関与すると考えられて

い る。 しか し、新生児唾液中LFの 測定に つ い ての

報告は な く、その生理的意義に つ い て は未だ不明

である。今 回新生児唾液中LE を測定 し．子宮 内感

染 との関連 を検討 した。［方法】経腟分娩 した正期

産35例の新生児を対象 とし、母親の 同意の もと日

齢！日目よ り授乳開始前に唾液 を採取 した．対象

は分娩時の母体の 状態に よ り前期破水 ・
子 宮内感

染例（n＝7）、適時破水 ・非感染例（n
−28）の2群に分け

た 。 採取した唾液は直ち に PBS ！Tw ∈削 に て 4倍に希

釈 し測定 まで一80℃ に て凍結保存 とした。唾液 中

LF 測定は ヒ ツ ジ抗ヒ トLF 抗体 を用い たサン ドイ

ッ チELISA 法に て測定した 。圧成績］日齢 1 日目の

唾液中LF 濃度は1．07± O．9tPt　gtml（mean ± S 、D ．）で

あり、LU 濃度は 日齢が経つ に 従い 増加 して い く傾

向が示された 。 また、い ずれの新生児も母乳哺乳

後は唾液 中LF濃度は 193．35± 279，09μ 9！皿 1と有意

に（pく 0，01）上昇 した。子 宮内感染の 有無で唾液 中

の LF 濃度を比較する と、子宮内感染群は L36 ±

0．54μ gimlで あ り、非感染群の0，79± ，0．36μ gtml

に 比し有意に（p＜ 0，05）高値で あ っ た。［結論］1）新生

児期唾液中LF濃度を初めて測定 した。2）日齢に よ

り新生児唾液中LF 濃度は増加して い く傾向が示 さ

れ．い ずれの 新生児 も母乳哺乳開始後は有意に上

昇 した。3）子 宮内感染群では新生児唾液中の LF 濃

度 は非 感染群に比 して有意 に高 値を示 した こ とよ

り、児の LF分泌が子宮内感染に 対する生理的防御

機構の
一

つ として働 く可 能性が考え られた。
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